
 

 
                           

  
 
        

新型コロナウィルス感染症予防に努めながら、３年ぶりに地区懇談会を各地区で開催しました。懇親
会はできませんでしたが、テーマに沿って、シルバーの課題や地区の課題について意見を交わしました。

延べ 208 名の参加があり、地区理事・班長はじめ参加会員か
ら有意義なご意見をいただくことができました。参加会員に

感謝申し上げるとともに、貴重なご意見の実現に向け努力し
てまいります。 

１、共通テーマを「シルバー人材センターの現状と課題」 
とし、併せて地区ごとに独自のテーマを定めた。 

２、実施日・参加人数： 

           
11月６日（日）、爽やかな秋空のもと、キッコーマンアリーナ（流山市民総

合体育館）をスタート地点として、第30回流山ロードレース大会が３年ぶり
に開催されました。 

当シルバーから、前回同様、迂回路誘導のボラン
ティア活動に 34 名の会員が参加しました。ランナ

ーの走行コースに支障がないよう、一般車両の迂回
路誘導に努めていただき、皆さんのおかげで大会は

盛況のうちに終了し、円滑な運営に貢献することが
できました。ボランティアの皆さま、ありがとうございました。 
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地区 開催日 時  間 場  所 地区テーマ 参加会員 
1 11／ 5(土) 12：30～14：30 北部公民館 増やそうシルバー仲間  17名 

2 11／20(日) 13：30～16：00 森の倶楽部 親交と融和・会員拡大  36名 

3 10／16(日) 15：30～17：00 北部公民館 地区活動の活性化  18名 

4 10／23(日) 14：00～16：00 
江戸川台東 
自治会館 

現状の業務内容の問題点  17名 

5 
6 

10／24(月) 14：00～15：45 
シルバー 
人材センター 

おおたかの森地域での就業開拓  25名 

7 10／25(火） 14：00～16：00 平和台福祉会館 会員としての喜び・悩み  22名 

8 11／ 3(木) 13：00～15：40 野々下福祉会館 
情報の共有化・雇用拡大 
８地区の問題点  23名 

9 12／ 2(金) 10：00～12：30 南流山福祉会館 今のお仕事を語ってください  36名 

10 11／24(木） 13：30～15：30 名都借福祉会館 会員として感じること、思うこと  14名 

12 

（1） 

シルバーラ イフで  豊かな人生を！ 

   
 

第30回流山ロードレース大会でボランティア活動 



        
 

『令和４年度 第８回理事会』 11月７日（月） 

【報告事項】 
① 令和４年９月の当センターの運営状況：会員数は730名（男性563名・女性167名）で前年比48

名増（男性21名増・女性27名増）、就業率は74.7％で前年比2.9％減（派遣会員14名を含めると就

業率は前年比2.9％減）、事業実績累計は前年比9.5％増、９月単月事業実績は前年比6.2％増 ② 令
和４年度会費未納者 ③ 中長期計画（令和４年度四半期末別推移） ④ 就業情報説明会 ⑤ 県の

立入検査 ⑥ 市民まつり・流山ロードレース大会 ⑦ 令和４年度県内各シルバー人材センター運営
状況（４～9月） 

【協議事項】 
① 10月の新入会員12名（男性７名・女性５名）の承認と退会会員５名（男性５名）の報告  

② 「シルバーフェスタ in流山」の実施計画 ③ 令和４年度事業計画の進捗状況と対応 ④ 南流山
地域図書館職群班長の委嘱 

『広報委員会』 11月４日（金） 

① 会報 11 月号原案のチェックと校正 ② 会報 12 月号掲載記事の検討 ③ ホームページの刷新 

④ 広報委員の流山ロードレース大会への対応（写真撮影） 

『安全適正委員会』 

【事故報告】 10月物損事故 １件  累計３件 

【適正巡回報告】 11月４日（金） 

下花輪福祉会館および高齢者福祉センター森の俱楽部：両施設の施設管理状況および長期就業者の適

正化について確認。 

【器具点検結果】 11月５日（土） 

① 脚立・梯子の欠損・安全表示ラベルなどを点検・修理、梯子1台を外部に修理依頼 ② 箒・熊手
は破損等を点検、箒7本を補充 

『女性部会』 11月17日（木） 

① 女性限定懇談会 1/19 日（木）の役割分担と細部確認 ② 高齢者福祉センター森の倶楽部での女
性限定入会説明会3/23日（木）についての協議 

『組織改編検討委員会』 11月７日（月） 

地区再編案について課題事項（地区設置の必要性、現在の 10 地区となった由来など）を討議した。

各委員が課題を整理し次回委員会で協議する。 

『館長等会議』 11月14日（月） 

① 指定管理プロジェクト会議（南流山福祉会館の指定管理応募） ②「シルバーフェスタ in 流山」

（経過と実施計画） ③ 長期就業異動対象者（今後の予定） ④ 各施設の運営状況等の報告 ⑤ そ
の他（女性会員の配置、ユニホームの着用、年末年始の対応等） 

『就業開拓・会員拡大部会』 11月14日（月） 

① 就業開拓の議論をスタートする ② 就業開拓策として何をしてきたか（事務局説明） ③ 開拓
する分野・企業等の案 ④ 新規事業案 

『シルバーフェスタ実行委員会』 11月１日（火） 

① フェスタ視察報告（東京しごと財団、港区、千代田区・中央区合同） ② 実施計画の詳細、役割
分担を決定 ③ 理事会11/7（月）の承認後、会報11月号で参加者・協力者を募集 
        

活 動 報 告 

 無理しない 行動考慮に 怪我は無し 

（２） 



  
 
  

 
     
■『役員会報告』 11月25日（金） 
【行事計画の検討】① Ｘmas 歌声広場 12/11(日) ② ウォーキング（江戸川台駅⇒物流センター群・
食事⇒江戸川台駅解散、2023年２月下旬） ③日帰りバス旅行（茨城空港・牛久大仏、2023年３月下
旬） ④ バス＆ハイク（ひたち海浜公園、2023年５月中旬） 【その他】サポーターの拡充と充実・
名簿整備・シルバーフェスタ2/14(火)への参画協力項目の詳細 等について協議しました。 

■『写真同好会より』 

コロナ拡大の気配が続いておりシ
ルバー写真同好会のメンバーは遠方
への写真撮影には出かけられません
が、作品創作意欲は旺盛で、都内、
市内近傍、自宅等での撮影に頑張っ
ています。そんな作品の中から２点
を紹介します。 （小島 英司・記） 

 

          
10月29日（土）、30日（日）の２日間、北部公民館を中心に

活動しているサークルの発表会を開催しました。神田会長のあ
いさつの後、舞台では、17 のサークルが日頃の練習成果を 30
分単位で発表し、会場から盛大な拍手をいただきました。また、
会議室では、８サークルが自慢の作品を展示し、来場者から、
素晴らしい、素敵との声が出ていました。 
新型コロナ感染症を考慮し、広報等を制限した中での３年ぶ

りの開催で来場者数等の心配をしましたが、両日で1,604人ほどの来場者があり、盛会の内に終了しま
した。                                     （相本 政秀・記） 

 
          

新型コロナ感染症により開催中止となっていた「福祉会館まつり」が、
３年ぶりに規模を縮小して11月12日（土）～13日（日）の日程で開催
され、多くの地域住民の皆さまに参加していただきました。 
福祉会館の大広間では、日本舞踊や伝統芸能の南京玉すだれ、小学生な

どによるフラダンスやバリ島舞踊のバリダンスなど、日頃の練習の成果が
披露されました。 
体育館では、流山女子卓球チャンピオン指導による「チャレンジ卓球」、

カーリング・ボッチャやスポーツ吹矢、ダブルダッチなど多数の種目が実施され、多くの参加をいただ
きました。１階ロビーでは、手工芸の販売やシルバー女性部会によるＰＲ・展示ブースが出店され、多

くのお客さまが訪れました。 
南流山センターでは、芸術の秋にふさわ

しい書道の体験や展示、人形劇・演奏会な
どの他、空手の演舞・ちびっこサッカーな
どが開催され、多くの人で賑わいを見せて
いました。関係者の皆さま、お疲れさまで
した。           （近藤 敬一・記） 

      

同好会名 開催日① 開催日② 開 催 場 所 開 始 時 刻 連 絡 先（入会等） 
ゴ ル フ 12/15(木)  3/16(木) 野田市PG場 (ひばり) 08：30（ｽﾀｰﾄ） 鈴木 080-3461-6820 
パソコン  1/17(火)  2/21(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 横田 080-6117-4426 
写  真  1/24(火)  2/28(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 小島 04-7154-9377 

（３） 

友 の 会 だ よ り 
「流山シルバー友の会」は、人材
センター会員とＯＢの「いきがい
づくり」を応援する組織です 

バス旅行およびウオーキングの計画について 
旅行等をコロナ感染症の状況に配慮しながら 2023(R5)年２
月下旬から再開するように計画・企画中です。 
詳細は下記11月25日（金）の役員会報告をご覧ください。 

 お互いに 声かけあって 安全作業 

  



 
        
日 曜 １２ 月 の 予 定  日 曜 １ 月 の 予 定 
16 金  

 

1 日 元日 
17 土  2 月 振替休日 
18 日  3 火  
19 月  4 水 仕事始め 事業運営委員会 
20 火 配分金支払日 5 木  
21 水  6 金 広報委員会 適正巡回 
22 木  7 土  
23 金 指定管理プロジェクト会議 8 日  
24 土  9 月 成人の日 
25 日  10 火 理事会 
26 月  11 水  
27 火  12 木  
28 水 事業運営委員会 仕事納め 13 金  
29 木  14 土  
30 金  15 日 「シルバー流山」発行 
31 土     

◎新入会員のご紹介（敬称略）（〇で囲んだ数字は地区名） 

成田 博子  ② 高橋 淳子 ④ 加藤 久江 ⑦ 渡辺 智子 ⑦ 石川 芳男 ⑧ 土屋美千代 ⑧ 
御簾納ふみ子⑧ 福島 裕俊 ⑧ 加藤 良治 ⑨ 星谷 章  ⑨ 和田 邦夫 ⑩ 永山 準子  ⑩ 

◎令和４年度冬の交通安全運動について 
令和４年度冬の交通安全運動の実施期間は、12月10日（土）から19日（月）までの10日間です。

年末は、お酒を飲む機会も増え、また、年間で特に日没が早い時期であることから、飲酒運転による交
通事故や夕暮れ時から夜間にかけての交通事故の増加が心配されます。道路利用者の一人一人がルール
を守って交通事故を防止しましょう。 
「スローガン」 ～ 飲酒運転は 絶対しない、させない、許さない ～ 
「運動重点」   ① 飲酒運転の根絶  ② 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保  

③ 自転車の交通ルール遵守の徹底 

◎インボイス制度の対応について 
インボイス制度導入の影響について、令和４年３月会報折り込みにより、会員の皆さんにお知らせし

たところです。内容は、① 令和５年 10 月からインボイス制度が導入されること ② インボイス制度
により配分金に係る消費税を当センターが負担することになること（2500万円程度） ③全国シルバー
人材センター事業協会や国会議員連盟が特例を認めるよう働きかけている というものでした。 
インボイス制度導入については、全シ協や議員連盟の働きかけの甲斐もなく、全シ協からは、「予定

どおり導入されることが現実路線である」という意見が出ており、当センターとしても負担分を補うた
め顧客に対し事務費を上げて対応することを 10 月理事会で決定したところです。最低賃金の上昇によ
る配分金への影響と併せ、顧客の負担は増すことが想定され、当センターの運営に大きな影響があるこ
とを会員皆さんもご認識いただければと思います。 

◎除草、植栽、清掃への就業者を募集しています！ 
「シルバーの仕事ですぐに思いつくものは？」と問われると、「除草、植栽」と答える方が多いと思い

ます。現に、シルバーの年間契約金額の３割程がこの職群の働きによるものです。一方で、除草、植栽
班の高齢化と人手不足が深刻となっています。また、企業進出が盛んになるなか、事業所等からの清掃
員の要望が多く、ここも人手不足となっています。仕事として少しハードルが高いかもしれませんが、
チャレンジしてみませんか。事務局までご連絡お待ちしています。 

 

某紙に、「相模原市駐輪場の交流」という投書が載っていた。通
勤時、投書者（71歳）が無人の駐輪場から係員のいる駐輪場を利

用するようになった。何より係員の真摯な挨拶に感激したことが、借り換えの決め手にな
ったとのこと。係員はシルバー人材センターの人達。意気軒高で高齢者ならぬ「幸齢者」
とみられる方々ばかり、との感想。嬉しいニュースですね。 

さて、「広報委員会」もスタートして６か月がたちました。ポイントをおさえて、会を纏める都築さん、弁舌鋭
くパソコン名手の羽田野さん、きめ細やかな気配りの寺崎さん、そして池内と４人のメンバーで頑張っています。
私達も、皆さんから「幸報委員会」と言われように、今後とも努力していきたいと思います。（池内 弘行・記） 

 
 
 

会 員 数：令和４年１１月３０日現在 

計 ７４７ 男性 ５６８ 女性 １７９ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜ 編 集 委 員＞ 

池内弘行・都築宣治 
羽田野耕一・寺崎文子 

引き締める 心とベルト しっかりと   


